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＊鹿田社長＊ 

開会の挨拶。 

～議題に沿ってすすめる～ 

鹿田＞会に先立ち、前回の会議にて承認を頂いた外部評価について報告させ

て頂く。総評のまとめを広域連合に提出し受理された。ご協力ありが

とうございました。 

若槻より 

〇利用者状況について 

・登録者数、介護度別、サービス利用状況について説明。 

鹿田＞県へ、中山間地域のサービス状況を報告する機会があり現状（独居、 

高齢世帯等）を報告した。長期の宿泊サービス利用者を家族や一時 

帰宅へつなげていく支援を継続していくことが必要。 

鹿田より 

〇行事活動報告について  

・モニターにて前回の推進会議議事録を紹介。 

・石川県能登半島地震への職員派遣の様子等をホームページより報告。 

〇今後の行事予定 

・年間行事計画予定表にて説明する。 

〇会議、研修について報告する。 

・4月下旬のところで、身体拘束廃止・高齢者虐待防止・介護報酬改定の 

 社内研修を行っていく。減算対象の措置も必要である為、今年度は社内、 

社外の研修が多くなる。 

・広域連合の事業者集団指導（3/28）に WEBで参加。5年に 1回の実地指導 

 であるが、庵は令和 7年度に指導が入ると予想される。 

〇その他 

・令和 6 年度運営推進委員の構成について。永井委員が任期満了にて退任。 

 菅委員に委任頂く。 

・運営推進会議の日程については別紙参照。 

・令和 6 年 4 月 1 日以降の新型コロナウィルス感染症対応について。3 月に 



クラスターが発生した経緯を報告する。 

4 月 1 日からのコロナ感染症に対する各種措置の廃止傾向等の説明。庵のサー 

ビス時の対応等について説明する。 

〇介護保険制度の一部改正について ※別途資料にて説明する。 

＜見直し＞ 

・基本報酬について（限度額管理内でのサービスについて） 

・総合マネジメント体制強化加算（算定要件について説明） 

・認知症加算（算定要件について） 

・介護職員処遇改善加算（人材確保、賃金の改善に向けての要件について） 

＜新設＞ 

・業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入について（BCP継続） 

・高齢者虐待防止措置未実施減算について（指針の整備、委員会の開催等） 

・身体拘束廃止未実施減算について（指針の整備、委員会の設置、研修） 

・生産性向上推進体制加算について（見守り機器の複数導入、インカム、介 

 護ソフト等による介護記録の効率化） 

 

【委員からの質問と回答】 

大谷善委員＞介護報酬の 1ページ目のところで、利用者の負担が増えるとい 

   うことでいいか。他のところでも負担は増えるか。 

若槻＞改定後の基本報酬の単位数は概ね 100単位前後で負担は増えるが、認

知症加算や福祉用具のところで単位数が下がっている為、サービス利

用料の合計も 100単位前後と思われる。 

鹿田＞算定要件が新しくなっている為、毎月の見直しや評価が必要になって 

いる。 

大谷善委員＞そういった加算を取っていく為に、1年に 1回とかではなく毎 

月の見直しや評価が必要ということで良いか。 

鹿田＞良い。認知症加算など職員に詳しく説明し、方向性の重要性、記録の 

   仕方など勉強会を実施していく。 

大谷善委員＞今までの話を聞いて、庵はかなり大変なことも以前から取り組 

    んでいることが分かった。 

    改正の事は利用者へ説明していくのか。 

鹿田＞はい。利用者・家族へは 4/4，5のところで簡単な説明文を付け配布 

   している。   

伊藤委員＞単位数が上がる事は負担がかかるが、手厚くみてもらえている。 

   他事業所と比較しても庵には良くしてもらっており助かっている。 

※「介護職員」名称の廃止・キャリア別組織構成について資料を配布し説明 

鹿田＞3月に面接し介護リーダー2名を任命。 

菅委員＞業務や責任が負担となり離職に繋がらないといいと思う。 

鹿田＞3年位のところで頑張ってくれるよう期待したい。介護職の給料は安 

   いと言われるが、庵は基本給も上がっている。頑張れば報酬も上がっ 



ていくという仕組み作りも必要に思う。 

嘉田委員＞今日の午前に、広域連合で会議があった。雲南管内でも人材不足 

    が深刻である。ケアマネ、介護職員が不足しており認定を取っても 

    見てもらえない為、圏域外へ出ていく人も多くなっていると。 

    身近な所に庵のような事業所があると地域の方は安心できる。 

    飯南町は介護予防が比較的出来ている。地域の取り組みやキャリア 

    のところも今後は重要である。 

 

    

次回開催は R6年 6月 13日（木）午後 1時 30分からとお伝えし閉会する。 

 

 

【 決  済 】 

所 長 次 長 計 担 合  議 

 

 

   


